
・坂道を活かした地域コミュニティの活性化

・コミュニティへの参加を促す雑誌と情報戦略

区民会議からの提案の報告（13：50～14：30）

落語「古典落語と長屋の暮らし」（13：35～13：50）

江戸時代のコミュニティを題材とした落語をお楽しみください。

第20号第3期

宮前区区民会議フォーラムを開催します！
第3期宮前区区民会議の提案を報告するとともに、宮前区らしいコミュニティづくりを考えるため

に、宮前区区民会議フォーラムを開催します。みなさまのご来場お待ちしております。

～いつまでも、伝えたい、残したい、私たちのふる里～

区民会議発　みやまえカルタの制作
カルタづくりを通して、子どもから大人まで幅広い世代がかかわりながら地域の「資源」を掘り起

こし、宮前区の「宝」・「顔」へと進めていく中で区民に地域への愛着を深めてもらおうと、第２期区民
会議から提案されたものです。

区民会議の取り組みについて、皆様のご意見をお待ちしています。

日時：3月24日（土）13：30～16：10
場所：宮前区役所4階大会議室

日時・場所等
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事前申込不要
当日先着100名
参加無料です

プログラム

展示コーナーもあります！
★みやまえ地域カルタ
★冒険遊び場活動

参加自由！
ミニみやまえカルタ大会開催

(14:30～14:45)

宮前区を『住む』から『暮らす』まちへ ～事例発表と意見交換～ （14：45～16：10）

●　ひまわりサロンとは？　●
宮崎台公務員住宅に受け入れられ

た東日本大震災の被災者の方など

を支援するため、同住宅の空き部

屋を活用して開設された支援スペ

ースのことです。

【意見交換】宮前区を「住む」から「暮らす」まちにするために

　　　　　　事例発表者や区民会議委員による意見交換

　　　　　　ご来場の皆様のご意見もお聞かせください！

【事例発表】●「タウン紙記者が語る宮前区の魅力」

　　　　　　タウンニュース川崎支社支社長　原田一樹氏

　　　　　　●「東日本大震災の被災者への支援」

　　　　　　ひまわりサロン実行委員長(川崎市民生委員児

　　　　　　童委員協議会会長)　齊藤喜信氏 ◆「みやまえカルタ」制作までの流れ

候補となる「地域のカルタ」の札を区内施設で展示（区ホームページにも掲載）。

市民意見などにより、7月頃(予定)に札を決定します。10月完成予定。

【展示スケジュール】

　●区役所　区民会議フォーラム〔3月24日〕、2階ロビー〔3月25日～3月末〕

　●向丘出張所〔4月9日～20日〕

　●アリーノ(有馬・野川生涯学習支援施設)〔4月23日～30日〕

「みやまえ地域カルタ」にはこんな札があります【向丘地区編】

これまでの取組と今後の予定

◆「地域のカルタ」札案の募集

◆「地域のカルタ」制作（7中学校区分、12月完成）

◆地域のカルタを使ってイベント開催

・宮前区民祭（ジャンボカルタ大会）〔10月16日〕

・鷺沼小、西有馬小カルタ大会〔2月6、7日〕

・ラブみやまえカルタ大会〔2月18日〕など

◆区制30周年記念「みやまえカルタ」制作

◆秋の宮前区民祭でお披露目予定

【平成22年度】

【平成23年度】

【平成24年度】

＊平小学校の近くの住宅街の中にイチゴ農家があり、苗の段階か

らイチゴの“わがまま”をひとつひとつ聞きながら育てた『わ

がままイチゴ』と名づけたイチゴを作っています。毎年、春先

には、イチゴ狩りも楽しめます。

ぬくもりを　感じて味わう　わがままイチゴ

喜楽亭笑吉氏
（社会人落語家）


